
　スポーツ少年団は、「運動をしたことがない」「スポーツは苦手」というお子さん大歓迎！　スポー
ツ少年団の活動を通して、子どもたちにスポーツの楽しさを知ってもらうことがとても大切です。体
験入団も行っていますので、興味がある種目があれば、各団体にお問い合わせください。

問白石市スポーツ少年団本部事務局（生涯学習課）　☎22-1343問白石市スポーツ少年団本部事務局（生涯学習課）　☎22-1343

種　目 団　　名
練習日時

問い合わせ先
練習場所

野　球

青
あお
麻
そ
少年野球クラブ

日　8:30～12:00
青
あお
柳
やなぎ
　☎090-3364-6891

深谷小グラウンド、青麻野球場

白石ヨッシャーズ少年野球クラブ
土　8:30～12:30
日・祝　9:00～15:00 青

あお
木
き
　☎080-1823-8573

白石川緑地野球場、旧白川中学校

白石清球会エンゼルス
土・日　13:00～16:00

及
おい
川
かわ
　☎090-8922-9044

白石川緑地野球場・ソフトボール場、白一小体育館

剣　道 蓮
れん
心
しん
館
かん
剣道

水・金　18:30～20:30
山
やま
路
じ
　☎080-5178-9481

優武館道場（白石消防署裏）

サッカー

大平サッカー
第２・４土　9:00～12:00
毎週日曜日　9:00～12:00 佐

さ
久
く
間
ま
　☎090-2273-0551

大平小グラウンド・体育館

白石サッカー
土・日　9:00～12:00
木　19:00～21:00（４年生以上） 制

せい
野
の
　☎080-6036-2513

白二小グラウンド・体育館

バンブルビー白石ジュニア
土・日　9:00～11:00
水・木・金　17:00～18:00 大

おお
野
の
　☎090-9035-7137

木・土・日　白一小、水　白二小、金　福岡小

ＦＣ白石
サッカークリニック　中学生

水　19:00～21:00　※予備日：金曜日
※�希望者は体験会を実施しますので、各中学校に連
絡します。 遠

えん
藤
どう
　☎25-1826

白一小グラウンド

柔　道 白石三
さん
省
せい
塾
じゅく
柔道

月・木　18:30～20:00
佐
さ
藤
とう
　☎090-3122-9175

白石中学校武道館（拓心館）

空手道 白石空手道
水・土　18:30～20:00

鈴
すず
木
き
　☎090-3369-2040

白石中学校武道館（拓心館）

ソフトテニス 白石ソフトテニス

土　9:00～12:00（11月から日13:00～17:00）
月・火・木　17:00～19:00

大
おお
野
の
　☎090-4632-6058

益岡公園テニスコート
（11～3月はスポーツセンター・白二小体育館）

ドッジボール サンライズ
水　18:00～20:00、土　9:00～16:00

山
やま
田
だ
　☎090-2880-6316

白二小体育館・福岡小体育館　他

ミニバスケット
ボール 白石ミニバスケットボールクラブ

火・金　17:00～19:00
日　13:00～16:00 高

たか
橋
はし
　☎090-2600-8360

白二小体育館

体　操 白石つばさ体操クラブ
火　幼児15:00～　小学生　16:00～

岩
いわ
田
た
　☎080-3193-8493

スポーツセンター

白石市スポーツ少年団白石市スポーツ少年団　　団員団員募集！募集！

問農林課　☎22-1253

　２カ月に１回、白石のすてきな農家さんを紹介していきます！　私たちの身近
にある「農業」の情報を楽しくお届けします。
　今回は、未経験のまま就農した若手農家の「きくらげ城」佐藤さんと、「あれ
これファーム」佐藤さん、小磯さんに話を聞きました。

～農家の輝く姿を情報発信！～

白石の農×育てる人

自分たちの思いを大切に、魅力ある農業を開拓したい！自分たちの思いを大切に、魅力ある農業を開拓したい！

「市の特産品」を目指して、キクラゲ栽培に奮闘中！「市の特産品」を目指して、キクラゲ栽培に奮闘中！

　主彬さんは、「新しい分野にチャレンジしたい」と大学卒業と同時に、
地元で未経験のまま就農。母の得意料理「こづゆ」をヒントに、国内
生産量が少ないキクラゲの栽培を思いつきました。「こづゆ」とは、
会津地方で冠婚葬祭時に食べる郷土料理でキクラゲが入っています。
　主彬さんが栽培する生キクラゲは、肉厚でとても大きいところが特
徴です。生キクラゲを身近な食材として感じ
てもらえるよう、テレビ出演や企業とのコラ
ボ商品を通して広くＰＲしています。現在は、
キクラゲの栄養成分に着目した商品開発や白
い生キクラゲの栽培に取り組んでいます。
　今年の４月で就農３年目を迎える主彬さ
ん。「市の特産品」を目指して、今日もキク
ラゲの魅力を追い求めています。

▲ 上手に栽培できたと実感
するほど、形質の良い白
い生キクラゲ

佐
さ
藤
とう
　主

かず
彬
よし
�さん

きくらげ城

佐
さ
藤
とう
　美

み
紗
さ
�さん（左）

あれこれふぁーむ

小
こ
磯
いそ
　愛

あい
�さん（右）

　あれこれふぁーむの２人は、大学時代の同級生。社会人２年目の年
に、新型コロナウイルス感染症がまん延。制限と変化を強いられる中、
自分たちが本当にやりたいことを話し合い、「自然と触れ合う活動が
したい」と意気投合！　佐藤さんの祖父が高齢により管理が難しくな
った農地を活用し、２年前に就農しました。
　２人は、次世代につながる農業を目指し、遊休農地の活用と農薬や

化学肥料を使わない栽培に取り組みながら、
その魅力をＳＮＳで発信しています。今年は、
農業を通じたまちづくりとして、収穫イベン
トなどの地域交流の場を計画しています。
　２人の地域に寄り添い「顔の見える」農家
として、農業の魅力を伝えていく活動に期待
しています。

▲ こだわりの栽培方法で収
穫した、新鮮なにんじん！
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